
編集後記

今年度も活動報告書2012Nol.7を無事発行することが出来ました。来年度からはPDF版の作成も行

い、ホームページでの公開を開始する予定です。

昨年度が技術研究会の年だったとするならば、今年度は地域連携活動の年だったといえると思いま

す。小学校だけでなく、地域のイベントや科学の祭典などへ積極的に参加して出前授業を行い、鹿児

島大学、そして技術部の良いピ一アールが出来たのではないかと思います。

また平成31年度には実験・実習技術研究会の鹿児島大学での開催が決定しました。大学院理工学研

究科の技術職員だけでなく、全学の技術職員が一丸となって実施に向かいがんばっていく所存です。

そのためにも各技術部との連携を重ね、これからも教育・研究・地域貢献のできる技術部として、日々

研鎖していきます。

最後に本報管書の発刊に当たりご寄稿いただきました、新技術部長の近藤先生、各執筆者、ご協力い

ただきました皆様に深くお礼申し上げます。ありがとうございました。

平成25年 5月
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山田克己、満吉修二、奈良大作、青木亮併、谷口遥菜
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